
2021年 第 1回  静岡県臨床工学技士会 循環器部門 WEB会議 議事録 

 日程 4月 19日(月) 19:00～20:10   

出席者：大隅(司会・書記)、加茂、肥後、内藤、小柳津、服部、石山 理事：富田 

 

〇議題 1．石山就任紹介 

今年度から就任した石山貴久部会員からの挨拶があった。 

 

〇議題 2．県工学会 WSの進捗について 

6／6（日） ZOOMウェビナー 

テーマ「循環器関連の各施設 COVID対策」 

座長 聖隷浜松 神谷 

発表者  静岡市立静岡病院：covidに対する ECMO 

富士市立中央病院：コロナ禍での心カテ対応の患者受け入れ 

静岡医療センター：当院の取り組み 

         ※演題名は仮 

各施設 10分発表 ディスカッション 20分 

計 50分 

全演者の抄録登録が完了したことが確認された。 

演者、座長は基本静岡市立へ参集することになる。 

富士市立は当日会場に来る予定。 

静岡医療センター池田氏は要確認。 

会場に来られない場合は発表をビデオファイルで配信し質疑応答をオンラインで行う予定 

会場に向かわない部会員が行う仕事は今のところない。 

事前の打ち合わせは座長(神谷部会長)を中心に行う。 

全員が会場に来られれば当日打ち合わせ時間が取れるかもしれないが来られない人がいた

場合事前に WEB等で打ち合わせが必要になるか。 

 

〇議題 3．次回、部会セミナーについて  

部会のセミナーについて理事から条件などについて説明があった。 

・ZOOMのウェビナーを使って開催 

・資料は PDFか資料を自宅配布か検討することができるが、PDFでは二次利用の恐れがある

ため対策が必要 

・演者と座長は会場に来ることが望ましい 

・会場と WEBのハイブリット開催も可能か確認の必要 

・昨年催事が行われなかったこともあり、会員に還元できる内容と金額で検討 

・参加者に受講料をとるかは理事の確認が必要だが徴収するとしても 500円などの低額で。 



 静臨工技士会の会員と非会員で参加費に差をつける必要がある。 

・理事会への催事概要提案から半年後に開催となる 

以前行われた静臨工技士会主催のセミナーでは 100人程度の参加者があり、メリットとし

て県外の参加者がいたことが挙げられた。 

 

各部会員からセミナーでやりたいことについて発表した 

加茂：技士対象にするか看護師対象にするか。時間配分を分けて行う。 

肥後：今までやってきた基礎的な内容で。看護師対象。 

小柳津：心カテなどのシミュレーションを病院から LIVEセミナー形式で 

服部：看護師対象に。ライブに賛成。 

石山：COVIDの ECMO対策や V-V ECMOの基礎 

内藤：若手技士対象の小規模セミナー 

富田：部会員が何を伝えたいのか？を考えること。部会員がやりやすい内容で 

大隅：基礎的な講義。若手技師対象。 

神谷(大隅代弁)：基礎的な内容。臨床に近いもの 2～3時間。IVUS読影や ERIなど 

 

各部会員の意見をもとに検討され、合意が得られた内容は以下 

・WEBでの開催は初めての試みになるので今回は講義形式で行う。 

・技士を中心に対象とする。 

・講義を中心とした、双方向で気軽に質疑応答ができるミーティング形式よさそう 

・ミーティング形式なら参加者は 10～20名程度 

・7月の技士会の様子を見て開催概要を提案する。1月以降の開催となる予定。 

・2回開催予定して 1回目失敗しても後に引けないので、今年度のセミナーは 1回開催とす

る 

・内容の詳細(不整脈か？虚血か？なども)については今後メールにて検討 

 

〇議題 4． その他 

・部会でやりたいこと 

 今年度は 7月の技士会と WEB形式でのセミナーの試みに注力する 

・次回の部会会議 

 1催事 1会議の原則のため、次回はセミナーの詳細を決める会議になる。 

7月の技士会あたりでセミナー概要を決定し、開催前に詳細を決めるために会議開催をメ

ールで検討することとする。 


